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で
は
、
経
済
情
勢
の
悪
化

に
よ
り
親
の
解
雇
・
雇
止

め
等
で
生
活
が
困
窮
状
態

に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世

帯
に
対
し
、
生
徒
１
人
当
た
り
１
律

3
万
円
を
支
給
す
る
緊
急
措
置
を
本
年

度
も
実
施
し
ま
す
。
支
給
金
は
学
用
品

や
通
学
定
期
な
ど
の
購
入
費
に
役
立
て

て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
要
件　

高
等
学
校
等
へ
通
学
す

る
生
徒（
第
3
学
年
ま
で
）を
持
つ
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。た
だ
し
、

生
活
保
護
世
帯
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

（
1
）保
護
者
の
前
年
所
得
の
合
計
が
下

図
Ａ
～
Ｅ
を
合
計
し
た
基
準
額
以
下

の
場
合
。た
だ
し
、今
年
の
所
得
が
前

年
を
大
幅
に
下
回
り
、
基
準
額
以
下

に
な
る
と
思
わ
れ
る
場
合
も
該
当

（
2
）児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

●
年
間
支
給
額

生
徒
１
人
当
た
り　
　
　

3
万
円

●
申
し
込
み　

　

県
内
の
高
等
学
校
等
に
通
学
す
る

生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
学

校
を
通
じ
て
必
要
書
類
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。
内
容
を
よ
く
ご
覧
い
た

だ
き
、
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
7

月
30
日
（
金
）
ま
で
に
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
ま
た
は
、
各
地
域
の
公

民
館
窓
口
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

県
外
の
高
等
学
校
等
に
通
学
す
る

生
徒
の
保
護
者
で
通
知
が
届
か
な
い

場
合
、
ま
た
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
昨
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
私
立

高
校
等
通
学
者
奨
学
補
助
金
」（
定

額
2
万
円
）
は
、
本
年
度
よ
り
高
校

授
業
料
無
償
化
な
ど
国
の
支
援
策
に

伴
い
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

問
明
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
（
62
・
３
０
０
１ 

62
・
５
７
２
１
）

童
手
当
に
代
わ
り
、
子
ど

も
手
当
の
支
給
が
6
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も

手
当
は
、
次
の
世
代
を
担

う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全

体
で
応
援
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
が
支
給
対
象

　

対
象
と
な
る
の
は
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、中
学
校
修
了
前（
満
15
歳
以
後
の
、

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
）
の
子
ど

も
を
監
護
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。公

務
員
は
勤
務
先
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
は
、
毎
年
6
月
・
10
月
・

2
月
の
そ
れ
ぞ
れ
15
日
に
受
給
者
名
義

の
金
融
機
関
の
指
定
口
座
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

　

１
人
当
た
り
月
額
１
万
３
０
０
０
円

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
１
人
に
つ
き
月

額
１
万
３
０
０
０
円
の
子
ど
も
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

次
の
1
～
4
の
場
合
は
手
続
き
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
現
況
届
の
提
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

1
．
平
成
22
年
3
月
末
時
点
で
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
、中
学
3
年
生

ま
で
の
子
ど
も
を
監
護
養
育
し
て
い

る
人
（
児
童
手
当
を
所
得
制
限
な
ど

で
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
人
を
含
む
）

●
申
請
方
法　

4
月
中
に
対
象
者
へ
新

規
認
定
請
求
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
未
提
出
の
場
合
は
関
係
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
期
限
ま

で
に
至
急
、
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

2
．
平
成
22
年
3
月
末
時
点
で
小
学
校

6
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
て
、
そ

の
子
ど
も
の
中
学
2
年
・
3
年
生
に

な
る
兄
姉
を
監
護
養
育
し
て
い
る
人

●
申
請
方
法　

4
月
中
に
対
象
者
へ
額

改
定
請
求
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

未
提
出
の
場
合
は
関
係
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
期
限
ま
で
に

至
急
、
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

3
．
平
成
22
年
4
月
1
日
以
降
に
安
曇

野
市
に
転
入
し
、
対
象
と
な
る
子
ど

も
を
監
護
養
育
し
て
い
る
人

●
申
請
方
法　

転
入
の
手
続
き
の
際
に

各
総
合
支
所
内
市
民
福
祉
課
窓
口
に

て
新
規
認
定
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

4
．
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
子
ど
も
を
監
護
養
育
し
て
い
る
人

●
申
請
方
法　

出
生
の
手
続
き
の
際
に

各
総
合
支
所
内
市
民
福
祉
課
窓
口
に

て
新
規
認
定
ま
た
は
額
改
定
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
が
不
要
な
場
合
は

　

1
～
4
の
い
ず
れ
に
も
該
当
せ
ず
、

3
月
末
の
時
点
で
安
曇
野
市
に
児
童
手

当
の
受
給
資
格
の
あ
っ
た
人
は
、
制
度

移
行
に
伴
う
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
現
況
届
の
提
出
は
必

要
で
す
。（
6
月
上
旬
の
送
付
予
定
）

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

　
（
81･

０
７
２
７ 

81
・
０
７
０
３
）

子
ど
も
手
当

高
等
学
校
等

就
学
援
助
補
助
金

特
定
健
診

福
祉
医
療
費

市
県
民
税

×

×

×

×

暮
ら
し
の
注
目
情
報

◎
新
た
に
始
ま
り
ま
す
。「
子
ど
も
手
当
」

◎
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
「
高
等
学
校
等
就
学
援
助
補
助
金
」

市

児

０～11歳までの人数
320,112 円×　　人 ＋ 12～19 歳までの人数

496,944 円×　　人 ＋ 20 歳以上の人数
433,632 円×　　人 ＝ Ａ

Ｂ
世帯人員数による加算額

1人 ２人 ３人 ４人 ５人 1人増すごと
569,664 円 641,328 円 717,180 円 750,972 円 760,008 円 9,024 円

Ｃ 世帯人員数
 13,956 円×　人 Ｄ 世帯中の高校生の人数

 76,320 円×　人 Ｅ 1世帯当たり
115,200 円

※保護者と扶養している子の合計数を世帯人員数として算定します。
※平成 22 年 4 月 1 日現在を年齢の基準日とします。

6 月
支給

2月・3月分の
児童手当と
4月・5月分の
子ども手当

10月
支給

6月・7月・
8月・9月分の
子ども手当

2月
支給

10月・11月・
12月・1月分の
子ども手当

支
給
日
は
6
月
・
10
月
・
2
月
の
3
回


